
　「人には優しくしましょう」といった表面的なこ
とではなく、中学３年生だからこそ考えさせたい、
複雑で深い思いやりをテーマにした教材です。医
師であり作家である鎌田實さんの穏やかな文章が、
静かに深く心にしみ渡り、胸が熱くなります。
　末期がんの善さんが独り言のように言った言葉。
その言葉に対する看護師たちの行為を巡って、「人
が人を思うとはどういうことか」「自己満足ではな
い、本当に相手のことを考えた思いやりとは何か」
という、とても大切なことに気づくことができる
でしょう。

（及川仁美）

言葉が見つからないとき11
B（６）思いやり、感謝３年

4 5 

この教材に注目！
新版教科書

光村図書は、中学生の心をぐっとつかんで、思わず何かを言いたくなるような題材を探し続けています。
そのうえで、題材の魅力を最大限に生かし、「考えるに足る教材」に仕上げること、
さらに、それらの教材に最適な時期に出会えることを大切に教科書を編集してきました。
ここでは、1年間の学習の流れに沿って、編集委員の及川仁美先生と荒木寿友先生のおすすめ教材をご紹介します。

岩手県盛岡市立厨川中学校 
指導教諭。『道徳教育』（明治
図書出版）にも多くの記事を執
筆。光村図書 中学校「道徳」教
科書編集委員。

及川仁美
●おいかわ ひとみ

立命館大学大学院教授（教育
学、道徳教育）。著書に『いち
ばんわかりやすい道徳の授業
づくり』（明治図書出版）など。
光村図書 小・中学校「道徳」教
科書編集委員。

荒木寿友
●あらき かずとも

道徳の
１時間目 いじめを許さない姿勢づくり クラスづくり、学校づくり

みんなで成功させよう11
C（15）よりよい学校生活、集団生活の充実１年

「いじり」って9
B（８）友情、信頼２年

１年間の流れ

　この教材は、生徒にとって「あるある」な出来
事を教材化したものですが、このようなリアルな
問題を道徳の授業で扱うことで、生徒は、実生活
の中で出会う道徳的な問題を解決していくことが
できるようになります。各教科では、オーセンテ
ィックな学び（具体的な本物の場面に即した学び）
で真の学力の向上をねらっていますが、道徳も同
様です。そうでないと、本物の道徳の力は身につ
かないでしょう。

（荒木寿友）

　たった１文字違うだけの「いじり」と「いじめ」。
「いじめはだめだけど、いじりは笑いにも通じるし、
ＯＫでしょ？」と捉えている生徒もいるのではな
いでしょうか。しかし、基本的に、「いじり」と「い
じめ」には、大きな違いがあるわけではありません。
　「いじる」とは、他者をもてあそぶこと。「いじめ」
は被害者側から語られるのに対し、「いじり」はい
じっているほう、つまり加害者側から語られてい
るにすぎません。「いじり」に正面から向き合い、
その行為がもつ暴力性に気づいてもらえたらと思
います。

（荒木寿友）

１年間の最初の道徳の授業。道徳では何を、どん
なふうに学ぶのかをクラスのみんなで確かめます。

道徳の学習を始めよう

表紙の
イラスト
入る

7 6

道
徳
は
、

よ
り
よ
い
生
き
方
に
つ
い
て
、

考
え
る
時
間
で
す
。

自
分
を
見
つ
め
、

友
達
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

考
え
を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

道徳を
学ぶときには

読んで読んで
考える

チ
ャレ
ン
ジ

書いて書いて
考える

話し合って話し合って
考える

演じて演じて
考える

ポイント

22

ポイント

33

ポイント

11 1

道
徳
の
学
習
を
始
め
よ
う

動画

答えは答えは
一つではない一つではない

学びを学びを
つなげるつなげる

 自分と向き合い、 自分と向き合い、
他者と向き合う他者と向き合う

●「
泣
い
た
赤
お
に
」（
174
ペ
ー
ジ
）で
学
び
直
そ
う
。

自分のこれまでの経験や
考えと向き合い、
他者の意見にしっかりと
耳を傾

かたむ

けよう。
自分と異なる意見や見方を
知ることを楽しもう。

学んだことと学んだことを
結び付けよう。
学んだことと自分の生き方を
結び付けよう。

私たちは、一人一人、
感じ方も考え方も異なる。
だからこそ、
一つの正解を目ざすのではなく、
自分なりの答えを見つけよう。

一
年
間
の
学
習
の
始
め
に

●

巻
末
の
折お

り

込こ
み「

ま
な
び
の
記
録
」に
、
次
の
こ
と
を
書
こ
う
。

・
中
学
一
年
生
の
道
徳
の
学
習
で
、
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
。

・
こ
れ
か
ら
の
一
年
間
で
学
び
た
い
こ
と
、
も
っ
と
伸の

ば
し
た
い
こ
と
。

編
集
委
員
会

5

9 8

12   社会参画、公共の精神

20   自然愛護

10   遵
じゅん

法
ぽう

精神、公徳心

11   公正、公平、社会正義

13   勤労

14   家族愛、家庭生活の充
じゅう

実
じつ

15   学校生活、集団生活の充
じゅう

実
じつ

16   郷土の伝統と文化

18   国際理解、国際貢
こう

献
けん

17   国の伝統と文化

9   相
そう

互
ご

理解、寛
かん

容
よう 8   友情、信

しん

頼
らい

6   思いやり、感謝

4   希望と勇気、強い意志

3   向上心、個性の伸
しん

長
ちょう

2   節度、節制
1   自主、自律、自由と責任

道
徳
は
、

よ
り
よ
い
生
き
方
に
つ
い
て
、

22
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で

考
え
て
い
き
ま
す
。

道
徳
で

学
ぶ

キ
ー
ワ
ー
ド

キ
ー
ワ
ー
ド

のの
2222 5   真理の探究、創造

12   社会参画、公共の精神

17   国の伝統と文化

13   勤労

6   思いやり、感謝

8   友情、
容

7   礼
れい

儀
ぎ

自分自身に自分自身に
関すること関すること

人人とのとの関わりに関わりに
関すること関すること

集団や社会との集団や社会との
関わりに関すること関わりに関すること

22   よりよく生きる喜び
21   感動、畏

い

敬
けい

の念

19   生命の尊さ

生命や自然などとの生命や自然などとの
関わりに関すること関わりに関すること

11 10

社
会
の

社
会
の

一
員
と
し
て

一
員
と
し
て

働
く
と
は
？

働
く
と
は
？

自
分
と

自
分
と

向
き
合
う
と
は
？

向
き
合
う
と
は
？

よ
り
よ
い
社
会
を

よ
り
よ
い
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
は
？

つ
く
る
た
め
に
は
？

よ
り
よ
い

よ
り
よ
い

生
き
方
を
目
ざ
す

生
き
方
を
目
ざ
す

た
め
に
は
？

た
め
に
は
？

最
後
に
、

一
年
間
の
学
習
を

振ふ

り
返
ろ
う
。

1　道徳の学習を始めよう
2　カラカラカラ 
3　アイヌの歌を歌いたい 
4　ジコチュウ 
5　命が生まれるそのときに 
6　気づかなかったこと 

1   自主、自律、自由と責任

4   希望と勇気、強い意志

9   相
そう

互
ご

理解、寛
かん

容
よう

19   生命の尊さ

6   思いやり、感謝

7　嫌
きら

われるのを恐
おそ

れる気持ち 
8　明日、みんなで着よう 
9　 まなびをプラス 「いじり」って 8   友情、信

しん

頼
らい

3   向上心、個性の伸
しん

長
ちょう

11   公正、公平、社会正義

10　テニス部の危機 
11　松葉づえ  
12　人って、本当は？ 

15   学校生活、集団生活の充
じゅう

実
じつ

8   友情、信
しん

頼
らい

22   よりよく生きる喜び

13　礼
れい

儀
ぎ

は何のため 
14　段ボールベッドへの思い 
15　我

わ

が町の消防団 
16　僕

ぼく

の仕事場は富
ふ

士
じ

山
さん

です 
　　 コラム 環

かん

境
きょう

 国立公園を楽しもう

7   礼
れい

儀
ぎ

13   勤労

12   社会参画、公共の精神

20   自然愛護

17　夢中になるのは悪いこと？ 
18　 まなびをプラス 見えない誰

だれ

かと 
2   節度、節制

9   相
そう

互
ご

理解、寛
かん

容
よう

19　つながる命 
20　木

き

桶
おけ

仕
じ

込
こ

みのしょうゆを伝える 
21　民主主義と多数決の近くて遠い関係 
22　 まなびをプラス 砂

さ

漠
ばく

でサバイバル 
23　私の町 
24　北

きた

川
がわ

さんの悩
なや

み 

19   生命の尊さ

17   国の伝統と文化

10   遵
じゅん

法
ぽう

精神、公徳心

10   遵
じゅん

法
ぽう

精神、公徳心

16   郷土の伝統と文化

9   相
そう

互
ご

理解、寛
かん

容
よう

25　境界線を溶
と

かすチョコレート 
26　カメルーン生まれ、日本育ち 
27　 まなびをプラス「尊重」の本質を探

さぐ

ろう  
　　  コラム 人権 マイノリティの問題はみんなの問題

18   国際理解、国際貢
こう

献
けん

11   公正、公平、社会正義

11   公正、公平、社会正義

28　優
やさ

しさの光線 
29　スカイツリーにかけた夢 
30　遠く離

はな

れた人に会いたい 

3   向上心、個性の伸
しん

長
ちょう

5   真理の探究、創造

22   よりよく生きる喜び

31　宇宙の始まりに思いを寄せて 
32　異なり記念日 
33　二番目の悪者 
34　泣きすぎてはいけない 
35　一年間の学びを振

ふ

り返ろう

21   感動、畏
い

敬
けい

の念

14   家族愛、家庭生活の充
じゅう

実
じつ

1   自主、自律、自由と責任

19   生命の尊さ

道徳 道案内
１年間に学ぶことを確

かく

認
にん

しよう。

情
報
モ
ラ
ル
に

情
報
モ
ラ
ル
に

つ
い
て
考
え
る

つ
い
て
考
え
る

共
に
生
き
る

共
に
生
き
る

た
め
に
大
切
な

た
め
に
大
切
な

こ
と
と
は
？

こ
と
と
は
？

上
級
生
と
し
て
、

上
級
生
と
し
て
、

ど
ん
な
自
分
で

ど
ん
な
自
分
で

あ
り
た
い
？

あ
り
た
い
？

い
じ
め
を

い
じ
め
を

許
さ
な
い
心
に

許
さ
な
い
心
に

つ
い
て
考
え
る

つ
い
て
考
え
る

まなびの準備

1から12までを振
ふ

り返ろう。

13から27ま
でを振

ふ
り返ろう。

よ
り
よ
い

よ
り
よ
い

学学
校校
生
活
を

生
活
を

送
る
た
め
に
は
？

送
る
た
め
に
は
？

何のためにインターネットを使っているか、書いておこう。

二
週
間
後

52

西
口
君
と
林
さ
ん
は
、

ド
ラ
ゴ
ン
の
模
型
を
作
っ
て
ね
。

模
型
は
、
大
き
な
も
の
を
作
っ
て
お
け
ば
、

き
っ
と
誰だ
れ

も
文
句
を
言
わ
な
い
よ
。

期
日
内
に
、
そ
ん
な
に

大
き
な
も
の
が
作
れ
る

か
な
あ
…
…
。

リ
ー
ダ
ー
は
、

み
ん
な
に
指
示
を
出
せ
ば

い
い
ん
だ
よ
ね
。

み
ん
な
の
分
担
を
決
め
る
ね
。

上
田
さ
ん
と
杉
山
君
は
、

僕ぼ
く
と
い
っ
し
ょ
に
紹
し
ょ
う
介か
い
パ
ネ
ル
を
作
っ
て
。

杉
山
君
は
、
字
が
う
ま
い
か
ら
、

パ
ネ
ル
の
清
書
を
頼た
の

む
よ
。

ド
ラ
ゴ
ン
も
、
僕
が

思
っ
て
い
た
の
よ
り
小
さ
い
な
。

ど
う
し
よ
う
。
僕
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
だ
け
、
完
成
し

て
い
な
い
よ
。

杉
山
君
、
パ
ネ
ル
の
清
書
を

お
願
い
し
た
よ
ね
？

…
…
…
…
。

僕
は
、
忙い
そ
がし

か
っ
た
か
ら
、

で
き
な
か
っ
た
よ
。

私
の
分
は
終
わ
ら
せ

た
ん
だ
か
ら
、
他
の

作
業
は
、
私
以
外
の
人
で

や
っ
て
ほ
し
い
な
。

西
にし
口
ぐち

林
はやし

上
うえ
田
だ杉

すぎやま
山

信悟

林

西口

上田

杉山

信悟

よ
し
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

展
示
物
を
完
成
さ
せ

な
く
ち
ゃ
。

わ
か
っ
た
よ
。
で
も
、

で
き
る
か
な
。
僕
、

部
活
と
塾じ
ゅ
くで

忙い
そ
がし

い

か
ら
な
…
…
。

わ
か
っ
た
。

信悟

2年 p.6-11
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117

共
に
生
き
る
た
め
に

大
切
な
こ
と
と
は
？

次の、「25　私の話を聞いてね」、
「26　差別の根底にあるものは？」、
「27　むこう岸には」を読んで、
私たちがもっている人権について、考えてみよう。

人は、一人の例外もなく、自由で、かけがえなく尊いもの。全ての人が平等に人権をもっています。
（世界人権宣言 第1条 より）

僕ぼ
く

た
ち
は
、

み
ん
な
人
権
を

も
っ
て
い
る
ん
だ
っ
て
。

え
っ
。

人
権
っ
て
、何
か
な
。

資料

ま
な
び
の
記
録

あ
な
た
が
道
徳
の
授
業
で
考
え
た
こ
と
を
、
左
の

に
書
き
留
め
て
い
こ
う
。

教
材
番
号

月
日

授
業
で
考
え
た
こ
と

社会の一員として よりよい生き方を探して 道徳の
35時間目

12月

「感動」の本質を探ろう33
D（21）感動、畏敬の念１年

「尊重」の本質を探ろう27
C（11）公正、公平、社会正義２年

「学び」の本質を探ろう32
A（５）真理の探究、創造３年

白いスニーカー23
C（10）遵法精神、公徳心１年

希望のカレンダー24
A（４）希望と勇気、克己と強い意志３年

　「本質」とは、「それを欠くとそれではなくなっ
てしまう不可欠な要素」という意味。これらの教
材では、「感動」「尊重」「学び」の「本質」を、生
徒自身が探ることをねらっています。「こんな経験
は『感動』に該当する？」「この場合はどうなる？」
などの事例を考えてたくさん出し合う拡散思考と、
そこから「本質」を見つけ出していく収束思考。
これにより、生徒の思考力は高まっていきます。
　ペーパーテストのように目の前の問題を早く解
くだけでなく、じっくりと腰を据えて物事を捉え
ていくことも「深い学び」には大切です。先生方も、
生徒といっしょに考えてみませんか。

（荒木寿友）

　バスケットボール部にある、「１年生が履いてい
いのは、白のスニーカーだけ」という暗黙のきま
りについて、主人公を含めた８人の登場人物が、
それぞれの立場からさまざまな意見を述べていま
す。
　一見、正論のように思える意見も、違う視点か
ら見ると「そんな見方があるのか！」と気づかさ
れます。これを起爆剤に、たくさん意見を出し合
ってみましょう。「いい」か「悪い」か、「Ａ」か「Ｂ」
かの二項対立の話し合いだけではなく、よりよい
納得のために、もっといい「Ｃ」のアイデアが生
まれるような、建設的な対話ができたらすてきです。

（及川仁美）
　挫折と希望。二つは、とても遠いところにある
ように思えますが、実は深い関わりがあると聞い
たら、生徒たちは驚くのではないでしょうか。多
くの挫折とも向き合う中学生という時期に、「希望
とは何か」や、挫折を希望へとつなげた人々につ
いて考えることは、これからの人生を支える大切
な経験となるでしょう。
　また、これは「希望学」という新しい視点の「震
災関連教材」でもあります。希望の象徴としての
カレンダーのエピソードは、とても印象的です。
カレンダーと希望のつながりなどを丁寧に話し合
う中で、自分たちの心にも「希望の種」がきっと
あると、感じてくれると思います。

（及川仁美）

　各学年の最後の、１年間を振り返る時間。見通
しをもって学び、それを振り返って自己評価する
ことは、自分で自分を成長させていく力を育みます。

１年間の学びを振り返ろう

まなびの記録共に生きるために大切なこととは？

ま
な
び
の
記
録

あ
な
た
が
道
徳
の
授
業
で
考
え
た
こ
と
を
、
左
の

に
書
き
留
め
て
い
こ
う
。

教
材
番
号

月
日

授
業
で
考
え
た
こ
と

ま
な
び
の
記
録

組

　名
前

先生の言葉

友達が言ったこと

22のキーワードを
ヒントにしよう。

こ
れ
か
ら
の
一
年
間
で
学
び
た
い
こ
と
、

も
っ
と
伸の

ば
し
た
い
こ
と
を
書
こ
う
。

心
に
残
っ
た
こ
と
・
ど
う
し
て
心
に
残
っ
た
か

教
材
名

22
の
キ
ー
ワ
ー
ド

・
こ
の
一
年
間
に
道
徳
で
学
ん
だ
こ
と
で
、
特
に
心
に
残
っ
た
こ
と
を

三
つ
挙
げ
、
ど
う
し
て
心
に
残
っ
た
か
を
書
こ
う
。

・
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

一
年
間
の
学
習
の
始
め
に

一
年
間
の
学
習
の
終
わ
り
に

心
に
残
っ
た
こ
と
・
ど
う
し
て
心
に
残
っ
た
か

教
材
名

22
の
キ
ー
ワ
ー
ド

心
に
残
っ
た
こ
と
・
ど
う
し
て
心
に
残
っ
た
か

教
材
名

22
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1　道徳の学習を始めよう35　一年間の学びを振
ふ

り返ろう

教材

裏
面
の「
ま
な
び
の
記
録
」や
ノ
ー
ト
な
ど
を
見
返
し
て
、

一
年
間
の
学
習
を
振ふ

り
返
ろ
う
。

・
こ
の
一
年
間
で
、
自
分
が
い
ち
ば
ん
成
長
し
た
と
思
う
と
こ
ろ
を
書
こ
う
。

そ
れ
は
、
22
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ど
れ
に
関
連
す
る
だ
ろ
う
。

な
り
た
い
自
分
に
な
る
た
め
に
、

さ
ら
に
伸の

ば
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
は
？

中
学
一
年
生
の
道
徳
の
学
習
で
、

心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
書
こ
う
。

あ
な
た
は
、
ど
ん
な
三
年
生
に
な
り
た
い
？

キ
ー
ワ
ー
ド
▼

で
、
特
に
心
に
残
っ
た
こ
と
を

「まなびの記録」を見なが
ら、自分の学びの軌跡を
確認。自分の成長を実感
することができます。

２年 巻末折込

161 160

感
動
、
畏い

敬け
い

の
念

●

思
い
出
し
た
も
の
や
出
来
事
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
、
あ
な
た
は
感
動
し
た
の
だ
ろ
う
。

皆み
な

さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
、
ど
ん
な
も
の
や
出
来
事
に
感
動
し
て
き
た
で
し
ょ
う
。
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
思
い
出
し
ま
し
ょ
う
。

33

「
感
動
」の
本
質
を
探さ

ぐ

ろ
う

朝日

サッカーの試合で得点した瞬
しゅん
間
かん

漫
まん
画
が
の一場面

合唱コンクール

サンゴの産
さん
卵
らん
の様子

風
ふうじん
神・雷

らい
神
じん
像

「
32

　命
の
木
」で
考
え
た
こ
と
を
、

さ
ら
に
深
め
よ
う
。

動画

「
感
動
」の
本
質
に
つ
い
て
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
、

自
分
の
生
き
方
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
よ
う
。

考えよう

１年 p.160-161

171171 170

35

一
年
間
の
学
び
を
振ふ

り
返
ろ
う

こ
の
一
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
振ふ

り
返
ろ
う
。

考えよう

　一
年
間
、

皆み
な

さ
ん
は
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
、

自
分
を
見
つ
め
、
話
し
合
い
、
考
え
を
深
め
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　こ
こ
で
は
、
そ
の
一
年
間
の
学
び
が
、

自
分
に
と
っ
て
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
を
、

「
ま
な
び
の
記
録
」
を
見
な
が
ら
振ふ

り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

まなびの記録（折
おり

込
こみ

）

●

こ
の
一
年
間
で
、
特
に
心
に
残
っ
た
学
び
を

三
つ
挙
げ
、
ど
う
し
て
心
に
残
っ
た
の
か
を

書
い
て
み
よ
う
。

●

こ
れ
か
ら
の
自
分
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

●

自
分
は
こ
の
一
年
間
で
ど
の
よ
う
に
成
長
し
た
か
、

今
の
自
分
を
見
つ
め
て
み
よ
う
。

編
集
委
員
会

5

5

173 172

●

次
の
柗ま

つ

井い

さ
ん
の
ル
ー
ル
を
参
考
に
し
て
、「
が
ん
ば
り
た
い
」「
大
切
に
し
た
い
」と
思
っ
た
こ
と
を
か
な
え
る
た
め
の
、

「
自
分
の
ル
ー
ル
」を
作
っ
て
み
よ
う
。

　あ
な
た
に
は
、
大
切
に
守
っ
て
い
る
、
自
分
だ
け
の
ル
ー
ル
や
決
め
事
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　夜
空
を
い
ろ
ど
る
花
火
を
作
っ
て
打
ち
上
げ
る
花
火
師
、
柗ま

つ

井い

の
の
子こ

さ
ん
。「
花
火
で
感
動

を
届
け
た
い
。」
と
語
る
柗
井
さ
ん
に
は
、
花
火
師
と
し
て
自
分
に
課
し
て
い
る
三
つ
の
ル
ー
ル

が
あ
る
。
柗
井
さ
ん
の
「
自
分
の
ル
ー
ル
」
を
読
ん
で
、
あ
な
た
自
身
の
ル
ー
ル
を
考
え
て
み
よ
う
。

柗井さんが打ち上げた花火。（2021年 モエレ沼
ぬま
芸術花火）

「星
ほし
」を作る柗井さんと、

花火玉に並べられた星。

柗井さんが、星作りのたびにつけている記録。

柗
まつ
井
い
のの子

こ
さん

ル
ー
ル
1

感
覚
を
書
き
留
め
る

　花
火
の
光
の
元
は
、「
星ほ
し
」
と
よ
ば
れ
る
火
薬
の
玉
で
す
。
星
は
、

回
転
す
る
釡か

ま
の
中
に
入
れ
た
小
さ
な
玉
に
水
で
溶と

い
た
火
薬
を
か

け
、
さ
ら
に
火
薬
の
粉
を
か
け
た
後
、
乾か

ん
燥そ
う

さ
せ
る
と
い
う
作
業

を
繰く

り
返
し
て
、
徐じ
ょ

々じ
ょ

に
大
き
く
し
て
い
き
ま
す
。
き
れ
い
な
花

火
に
す
る
た
め
に
は
、
星
の
大
き
さ
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
決
め
手

に
な
り
ま
す
。
熟
練
の
職
人
は
、
感
覚
を
頼た

よ
り
に
均
一
の
星
を
作

り
ま
す
が
、
経
験
の
浅
い
私
に
は
、
そ
れ
が
と
て
も
難
し
い
。
ど

う
し
て
も
早
く
感
覚
を
つ
か
み
た
く
て
、
星
を
作
る
た
び
に
写
真

を
撮と

っ
た
り
、
そ
の
と
き
の
感
覚
を
記
録
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
2

み
ん
な
の
思
い
を
心
に
留
め
る

　花
火
の
打
ち
上
げ
に
は
、
多
く
の
人
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

他
の
花
火
師
は
も
ち
ろ
ん
、
最
も
忙い

そ
がし

い
夏
場
に
は
、
普ふ

段だ
ん

は

他
の
仕
事
を
し
て
い
る
「
打う

ち
子こ

」
と
よ
ば
れ
る
臨
時
ス
タ
ッ

フ
に
、
現
場
の
設
営
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
打
ち
上
げ
は
、

大
勢
の
人
が
誇ほ

こ
り
を
も
っ
て
丁て
い

寧ね
い

に
仕
事
を
し
た
う
え
に
あ
る
、

最
後
の
一い

っ
し
ゅ
ん瞬の

晴
れ
舞ぶ

台た
い

で
す
。
私
は
、
花
火
作
り
に
関
わ
っ

た
一
人
一
人
の
思
い
を
心
に
留
め
て
、
大
き
な
責
任
を
感
じ
な

が
ら
、
打
ち
上
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
3

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
時
間
を
作
る

　花
火
の
仕
事
は
、
危
険
と
隣と
な

り
合
わ
せ
で
す
。
ま
た
、
自
分

の
仕
事
は
全
体
の
一
部
。
だ
か
ら
、
絶
対
に
無
責
任
な
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
日
々
、
緊き

ん
張ち
ょ
う感

を
も
ち
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い

る
の
で
、
休
日
に
は
よ
く
山
に
行
き
、
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

1015

5

515 10

２年 p.170-173

人権週間（12月）の時期に
合わせて、全学年に、複
数の教材とコラムで人権
について考えを深めるユ
ニットを設けています。

人権ユニット

1年 p.117


